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第182号（２面）2020年7月28日


発行:調布九条の会「憲法ひろば」


E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp　WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html





第５回「調布美術のひろば」


　　（第157回(8月)例会）


日時：８月１２日(水)～１６日(日)


　　　　10時～18時　但し､12日は13時から､


26日は16時まで


場所：たづくり北ギャラリー





第158回(9月)例会 　　参加費：300円


コロナの脅威を前にして


｢地球平和憲章｣を考える


お話：堀尾　輝久さん


(東大名誉教授･｢憲法ひろば｣世話人)


日時：9月27(日)13:30～


場所：たづくり8階｢映像シアター｣
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▼認識変わった


  減税にしても、賃金上昇にしても、諸外国とのこれだけの差、驚きました。非正規雇用を改革することが課題だと思います。消費税を下げたり廃止することに、絶望的な思いがありましたが、認識が変わりました。


　　　　（無記名）





▼「武器代を社会保障に」の声を上げねば！


　このコロナ禍で世界の人びとが、国々が苦しんでいるときに、一握りの大金持ちが持てる富をさらに増やしているとか。こんな理不尽な世界を変えなければならない。山家さんが言われるように、消費税はいずれは無くし、所得に応じた税で賄えるようにしなければ。タックスヘイブンを許さない国際的な連携も。丸山真男さんが「社会の変革は庶民の不断の努力にかかっている」と言ったとか。「９条を守れ、25条を守れ、武器代を社会保障に回せ」と声を上げなければ。


　（柴崎・三宅征子）





▼借金とモラル


　質疑で講師が「借金しても構わない」「借金は借り換えればいい」と言われたのにびっくりした。私は借金はなるべくしないほうがよい、と思って生きてきた。「ローン」というスマートな名前でも長期の借金奴隷になることだと思い、繰り上げ返済を心がけてきた。子孫に負債を残さないことをモラルとして生きてきた私には、講師はやはり銀行という「貸す側」にいるのだ、と強く感じた。


（若葉町・むらき数子）


▼平和憲法の大切さ


  世界的なコロナの広がりの今こそ平和憲法の大切さを感じます。経済が悪くなると戦争でも起こでして、というのは歴史から見るとよくある手です。経済と世界の状況に目を配る必要を感じました。安倍内閣の発するウソを鵜呑みにしてはならないことを、きょうはよく理解しました。（深大寺東町・高石陽子）





▼頭と金の使い方のまずさ


　何事でも感じることですが安倍政権の「頭とお金の使い方のまずさ」がすべての問題の原因だと思います。おかしな自信と見栄でおのれを守ろうとし、国や国民の命、生活を二の次にする安倍の態度が問題です。先生のおっしゃるような結論になれば、現在起きている問題が大方解決するのならば、何とかそうしてほしいです。自殺者を出してはなりません。


　安倍政権のコロナ対策の中でも「学校の一斉休校」は子どもたちに大きな痛手、取り返しのつかない痛手を負わせました。何年か後に影響が出てくる現場の教師たちは言っています。大人として、子供たちに申し訳ないことをしたと責任を感じます。（上石原・鵜澤希伊子）





▼もう「経済成長」は要らない


　コロナは政治・経済の問題点をくまなく暴き出した。欧州で真っ先に感染爆発したイタリア・スペインは、日本同様、医療体制を縮小していた。保守政権下でも社会基盤をきちんと整備してきたドイツは、医療崩壊を起こさず、他国の重症患者を受け入れた。


　「経済」優先で初期対策を誤り、何の施策もなく「緊急事態宣言」や「東京アラート」を出しても追いつかない。「収束」を前提にしたＧＯＴＯキャンペーンを、「拡大」の最中に始めるなど、正気の沙汰ではない。


　バブルがはじけ低成長の時代に「本当の豊かさ」とは何かが論じられ、やっとまともな生活に戻るかと思われたところへ安倍政権が登場して経済を「再生」させると張りきった。誰のための経済か。もう「経済成長」は不可能だし、不要だ。今求められているのは「富の正しい分配」。賃金を上げ、消費税を下げ、軍事費を削るべきだ。経済の語源は「経世済民」だという。


（布田・石川康子）











▼少し整理できました


  難しい話を、わかりやすくお話いただき、頭のなかが少し整理できました。


　国の借金の問題。返済しながら回していけばいいとのお話は、一定程度、理解できるのですが、国には借金とともにかなりの資産があり、実際のマイナスはもっと少ないことにも、触れてほしかった。また、最低賃金の問題も、もう少し詳しく話してほしかったです。


（柴崎・三浦久美子）





▼よい話を聞いた…


  大変よいお話をお聞きしました。ありがとうございました。 （深大寺元町・蔵野武）





▼後継者がいない？


  ポスト安倍について聞かれると、世論調査では、とりあえず後継者がいないということで安倍支持が増える。これが問題ではないか。（調布が丘・中島暁子）


▼政府宣伝に毒されている


　遅れて参加したが質疑の中で「プライマリー・バランス」（財政赤字）や「ベーシックインカム」（収入最低保障制度）の問題、「新自由主義」政策の破綻問題などが出されていた。労働分配率や貧困率の統計・実態を隠す「政府宣伝」によって一般的・常識的な世論が毒されていることがわかった気がする。「個人責任」「独立採算」などの考え方が「助け合う人間社会」を壊し、私たち自身を生命の危機に陥れている。「生活保護は恥ずかしい」と思わされ、「無借金経営」を美徳とする価値観から考え直さなければならない。（東つつじヶ丘・丸山重威）





▼意表を突いた回答


　ご講演はとても興味深いものでした。それにもまして休憩後の「質疑応答」は発言者が多士済々で，鋭い質問や意見の発表があり，それに対する先生のご回答は意表を突くものでした。例えば、「日本は国民全体の金融資産は」非常に多いので、国債を増発してもあと10年は大丈夫。問題は増発分を政府が何に使うかである」とか「ＭＭＴは正しいかも知れない」と言った本音が語られ、傾聴に値するものでした。


（渋谷区、胡口靖夫）








